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〔論文〕
メディア・スポーツ複合体と
オーストラリアの
カントリー・フットボールクラブ
藤 川 隆 男
Ⅰ スポーツ史研究の意義
今日、スポーツは多くの人びとが日常的に関心を持つ領域である。社会的・
経済的な重要性からしても、現在の日本の西洋史学が扱うほとんどの領域と比
較して、はるかに重要な研究分野であるように私には思われる。しかし、ス
ポーツ史が西洋史研究に占める比重は極めて小さい。もちろん、ホイジンガー
の「人類はホモ・ルーデンス」であるという主張にも関わらず、政治や経済、
高尚な文化と比較して、スポーツだけでなく娯楽の領域全般が軽視されてきた
という面はある。大衆的な娯楽は我々の社会を決定づける物質的・精神的要素
ではなく、周縁的なものでしかないと見なされてきた。しかし、我々の社会が
消費社会と呼ばれるようになって久しく、娯楽的要素が消費を左右する現実に
あって、これからもスポーツ史を軽視し続けてよいのであろうか。現在、西洋
史研究は古代から現在まで馬鹿の一つ覚えのように、グローバル・ヒストリー
と唱えることが流行しているが、現在のグローバル化した世界を支える根幹の
一つが、国際的な資本によるメディア統合の動きであり、インターネットを通
じたネットワークの拡大と緊密化であるとすれば、そうした動きの最先端を走
ると同時に、反グローバリズム運動が最初に顕在化した場の一つでもあるス
ポーツは、グローバル・ヒストリーの中核に位置すべきではないだろうか。
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オーストラリアはスポーツ史において、どのような位置を占めるのであろう
か。その前にまず、スポーツとメディアの関係について述べておきたい。ス
ポーツは、欧米の多くの国で、テレビなどの放送においてキラーコンテンツで
ある。つまり視聴者を惹き付ける能力に圧倒的に優れた番組である。無料の地
上波テレビに対し、新規に有料のデジタルテレビの運営会社が新たな視聴者を
獲得しようとした時に、キラーコンテンツとしてのスポーツが俄然注目を浴び
るようになり、メディア産業の構造変化に主要なスポーツ競技は巻き込まれ
た。その後、インターネットによる映像配信が普及するようになった現在ま
で、有料のデジタルテレビ自体は Hulu や Netflix の攻勢で今や守勢に立たさ
れているが、スポーツとメディアとの関係は継続的に続いている。主要なス
ポーツは、メディアと一体化し、競技のルールさえメディア受けするように改
正される始末である。2020年の東京オリンピックでも、熱中症などによる健
康被害が予想される中、開催時期をもっと適切な秋にすることができないの
は、欧米のメディアの都合を優先するからである。
多くの分野が、とりわけ消滅の危機にありながら政府の政策に盲従する日本
の国立大学の文学部などはその典型かもしれないが、グローバリゼーションの
影響を主に受動的に被る立場であったのに対し、スポーツは新興メディアにと
って不可欠のキラーコンテンツであったがゆえに、グローバル化する世界の構
成要素として主体性をかなりの程度まで発揮しえた分野でもあった。例えば、
ダルビッシュ有選手や本田圭佑選手が他の日本の有名人に比して政治的な発言
を自由に行える状況は、グローバル化したスポーツの特殊な地位を一面で示し
ている。また、メディア資本による買収やその意向によるチームの消滅に対す
るファンの抵抗は、グローバル資本の勝手な行動を抑制するのにある程度成功
した1）。その背景には、スポーツを国民文化の不可欠な要素として守ろうとす
る政府の動きもあった。1990年代からイギリスをはじめ多くの国が、主要な
────────────
１）成功したとは言えないが，オーストラリアにおけるスポーツファンの抵抗の例とし
ては，Little, Charles, Through Thick and Thin : The South Sydney Rabbitohs and their
Community, Sydney : Walla Walla Press, 2009を参照．
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スポーツの大会の無料放送を法律で義務化している2）。このようにスポーツ
は、現代世界を理解するには避けては通れない領域であり、しかも日本の西洋
史研究が手を付けていない最もホットで有望なグローバル・ヒストリーの領域
でもある。
さて次にスポーツ史を、オーストラリアを舞台にして研究する意義を、高ら
かに宣言したい。オーストラリアは、西洋史研究者がおおよそ関心を抱くこと
のない先住民アボリジナルの歴史を除けば、まるで歴史のない国のように見な
されている。しかし、スポーツにおける最大のキラーコンテンツ、オリンピッ
クの歴史を見ると、その様相は一変する。オーストラリアは近代オリンピック
の原初参加国 14か国の一つであり、しかも継続的に参加している唯一のヨー
ロッパ外の国でもある。つまり、近代スポーツにおいては、最も長い歴史を持
つ国の一つである3）。もちろん、オーストラリアとスポーツの関わりは、オリ
ンピックに限られているわけではない。独立したスポーツクラブが、近代ス
ポーツの母国イギリスとほぼ同時期に成立している。コミュニティに根付いた
スポーツ組織においても、最も古い伝統を持つ国の一つである。また、国を代
表するチーム同士の対戦をテストマッチと呼ぶのも、オーストラリアとイギリ
スの対抗戦から生まれたものである4）。
オーストラリアは、国際的なスポーツの対抗戦で活躍してきただけではな
く、すでに述べたようにスポーツクラブを通じた強固な国内的伝統も持ってい
る。日本ではプロの選手は、最上級のリーグからせいぜい第 3層のリーグ（例
えば J 3 : 15チーム）までだが、オーストラリアは第 5層のリーグの選手にプ
────────────
２）See, for example, Smith, P., Evens, T. & Iosifidis, P., ‘The regulation of television sports
broadcasting : a comparative analysis’, Media, Culture & Society, 37（5）, 720­736,
2015；例えば，イギリスでは，グループ A：オリンピックやワールドカップ決勝，
競馬のグランドナショナル，グループ B：ラグビーの 6か国対抗戦，クリケットの
テストマッチ，ゴルフのライダーカップなどが対象となっている．
３）継続的な参加国については，資料によって 2～5か国と幅があるが，オーストラリ
アが含まれていることは間違いない．
４）藤川隆男「スポーツ共和国」『オーストラリア歴史の旅』朝日新聞社，145­165,
1990.
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ロの選手がいる世界で唯一の国だと言われている5）。テレビ番組の視聴率を見
ても、スポーツに対する関心の大きさが窺える。2016年の視聴率上位の番組
を見ると、上位 6番まではオーストラリアン・ルールズ・フットボール（以下
オーストラリアン・フットボール）とラグビー・リーグ（13人制のラグビー
で、アメリカン・フットボールにも似ている）の放送が独占している。
オーストラリアに関して興味深い点は、とりわけ団体スポーツに関しては、
国際的にはマイナーな競技に過半数の競技者がいる点である。オーストラリア
ン・フットボールをはじめとして、ネットボール（女性のために開発されたバ
スケットボール類似の競技）、ローンボウルズ、クリケット、ラグビー・リー
グなど、日本ではほとんど見る機会もない競技が、国民的なスポーツとして受
け入れられている。こうした状況は、他の有力な近代スポーツが国際化する前
に、こうしたスポーツがすでにオーストラリアで定着していた影響を受けてい
ると考えられる。近代スポーツの先行国であったがゆえに、逆に独自の発展を
遂げたのである。
最後に、しかし非常に重要だと思われるのが、国際的なメディアによるス
ポーツの再編にオーストラリアが果たした役割である。オーストラリアは、メ
ディア王ルーパート・マードックの故郷であり、彼は、よく知られているよう
に、イギリスのプレミアリーグ、アメリカの NFL やメジャーリーグ、オース
トラリアのラグビー・リーグなどの再編に深く関わった。また、もう一人の
オーストラリアのメディア王ケリー・パッカーは、クリケット再編の引き鉄を
ひいた人物であった。まさにオーストラリアは、メディアによるスポーツ競技
支配の震源地であり、また舞台ともなった場所であり、メディア資本の介入に
よってグローバル化したスポーツを研究する格好の対象なのである。
────────────
５）これは少し誇張かもしれないが，ヴィクトリア州のオーストラリア・ルールズ・フ
ットボールに関して言えば，2003年には第 4層に 32のリーグ（チーム数ではな
い）があり，ここには確実にプロの選手がいた．ちなみに第 3層には 16リーグが
存在した．
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Ⅱ オーストラリア・スポーツ史概観
オーストラリアへのイギリスによる入植開始、つまり 1788年以前には、
オーストラリア本土に、今日アボリジナルの諸民族（Aboriginal peoples）と呼
ばれる先住民が、200以上の言語集団に分れて住んでいた。先住民は、さまざ
まな競技を行っていたことが知られているが6）、近代スポーツとして発達した
ものはブーメラン投げくらいである。先住民のボール競技マーングルックが、
オーストラリアン・フットボールの起源だという主張があるが、直接的な証拠
があるわけではない7）。
オーストラリアは、19世紀には広い意味でのイギリスからスポーツの大部
分を輸入した。20世紀に入る頃からは、アメリカやヨーロッパ諸国からも新
しいスポーツが流入したが、イギリスから入ったスポーツは今でも人気が高い
ものが多い。また、海水浴の人命救助から発達したライフセイヴィングやオー
ストラリアン・フットボールなど、オーストラリア独自の競技も広まった。幅
広い階層の人びとが多種多様な競技に参加し、スポーツは国民文化の枢要な地
位を占めるまでになった8）。
日本もスポーツが盛んな国であり、オーストラリアと同じく 2020年には 2
度目のオリンピックの開催国になる。近代スポーツの興隆は経済的繁栄と大ま
かに言えばパラレルな関係にあるが、国による文化の違いも、スポーツには色
濃く反映されている。日豪のスポーツ文化の差として、おそらく最も顕著な点
は、オーストラリアには強固なスポーツクラブの伝統が存在することである。
もちろん、日本にもスポーツクラブはある。しかし、その質でも量でも、オー
ストラリアのスポーツクラブは日本をはるかに凌駕している。
────────────
６）See Edwards, Ken, ‘Traditional games of a timeless land : play cultures in Aboriginal
and Torres Strait Islander communities,’ Australian Aboriginal Studies（2）, 32­43, 1999.
７）藤川隆男「第 13章オーストラリア」坂上康博他編『スポーツの世界史』一色出版，
357­364, 2018 ; Thompson, David, ‘Marngrook and Aussie Rules : The Continuum of
Football in Australia,’ Sporting Traditions, vol.34（2）, 89­118, 2017.
８）前掲 藤川隆男「第 13章オーストラリア」，350­351.
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オーストラリアン・フットボールの例をあげると、日本のサッカーの J 3に
相当する第三層のリーグが、メルボルン周辺（メトロ）だけでも 5リーグあ
り、そのうち最大のイースタン・フットボール・リーグを見ると、45クラブ
が所属している。このリーグの 1軍のチームは、4階層（Division）に分れて
それぞれ 10から 12チームで対抗戦を行っている。さらに、それぞれのチーム
の 2軍も 4階層に分れて対抗戦を展開している。つまり、日本で言えば J 6ま
であって、J 6のチームにも同じようにこれを支えるクラブがあり、さらにこ
のクラブは付属する 2軍とだいたい 8つのジュニアチームも抱えているのであ
る。クラブは、レストランやカフェなどの関連施設を持ち、地域コミュニティ
のハブになっている9）。
オーストラリア最大のスポーツクラブは、メルボルン・クリケットクラブ
（MCC）である。会員数は約 10万人だが、会員希望者のリストは 22万 5000
人に達し、準メンバーになるだけでも約 18年間待たなければならない。会員
希望リストに登録するだけで 100オーストラリアドル必要なので、何の見返り
もなく MCC は年間約 20憶円の余裕資金を確保できていることになる10）。
オーストラリアの上記のような状況は、スポーツが国民文化であり、オース
トラリアがスポーツ国家だという言説を生み、こうした認識は広く共有されて
いる。しかし、現実は必ずしもこのイメージを裏書きするものではないし、時
とともにイメージは移り変わっている11）。また、多くの市民がスポーツ好きだ
としても、同じスポーツを愛好しているわけではない。スポーツは、国民文化
を統合すると同時に、実はそれを分断する場合もある。バラシ・ラインがまさ
にそれである。
歴史家イアン・ターナーは 1978年に、オーストラリアで最も人気のある二
────────────
９）AFL Victoria : https : //aflvic.com.au/leagues­associations/（11/02/2019）；Horvath, Paul,
‘Organisational Structure, Economics and Best Governance Practice in Non­Professional
Sporting Leagues’, Australian and New Zealand Sports Law Journal, 3（1）, 2008.
１０）MCC : https : //www.mcc.org.au/about­the­club/waiting­list（24/12/2018）．
１１）See, for example, Ward, Tony, Sport in Australian National Identity, London : Rout­
ledge, 2010.
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つのスポーツの境界線を、有名なオーストラリアン・フットボールの選手にち
なんでバラシ・ラインと名付けた（地図－1参照）。この線の東側ではラグ
ビー・リーグがシドニーとブリスベンを中心に、西側ではオーストラリアン・
フットボールがメルボルン、アデレイド、パースを中心に、圧倒的な影響力を
持っている。近年、メルボルンを中心としていたオーストラリアン・フット
ボールが、それに続いてラグビー・リーグもこの線を越えて、プレミアリーグ
の球団を設置したが、大きな変化は起こらなかった。面積では西側がかなり大
きいように見えるが、人口の面では東側の比重のほうが大きい12）。
表－1は、オーストラリアの主要スポーツを年に 1度でも実際に観戦した人
びとの割合を示している。競馬を除けば、オーストラリアン・フットボールと
────────────
１２）Fujak, Hunter and Frawley, Stephen, ‘The Barassi Line : Quantifying Australia’s great
sporting divide, Sporting Traditions, 30（2）, 93­109, 2013.
地図－1 バラシ・ライン
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ラグビー・リーグが最有力な競技であることがわかる。これに対して日本での
主要なフットボールであるサッカーやラグビー・ユニオンは大きく水をあけら
れている13）。また、2014年の 10月 10日までの無料テレビの視聴者数を見る
と、上位 10位までのすべてをこの二つのスポーツが独占している。競馬は上
位 50位にさえ顔を出さない。つまり、この 2競技こそが、オーストラリアの
人びととスポーツの関係を語る場合に、根幹となるスポーツなのである14）。
もう少し無料テレビの視聴者を詳しく分析したい。2007­11年のデータを見
ると、ラグビー・リーグは、バラシ・ラインの東側で視聴者の 93.3％を獲得
しているのに対して、オーストラリアン・フットボールは西側でその 81.2％
を得ている15）。全国平均でこの 2競技が他のスポーツを凌駕していることに加
えて、そのファンがこのように偏在していることは、ラインの東ではラグ
ビー・リーグが、西ではオーストラリアン・フットボールが、他の競技をいっ
そう圧倒しているということになる。
オーストラリアは、スポーツ国家だと言われるがナショナルな均一性がな
く、嗜好は分断されている。とくにオーストラリアン・フットボールの統括団
────────────
１３）Australian Bureau of Statistics, ‘Sports and Physical Recreation : A Statistical Overview,’
Australia, 30­32, 2012.
１４）Free TV Australia Media Release 10 October, 2014 : Audiences for Sport on Free TV on
the Rise ; 11月も含めれば国民的行事のメルボルン・カップが視聴率の上位に食い
込むのは間違いないが，二つのフットボール・コード優位は圧倒的である．
１５）Fujak, Hunter and Frawley, Stephen, op.cit., 105.
表－1 オーストラリアの主要スポーツ
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体 AFL は、文字通りオーストラリア全体の競技となることを目指して、メデ
ィア資本と協力しながら努力してきたが、今のところ十分な成果は得られてい
ない。グローバルなメディア資本といえども、文化資本を簡単に変えることは
できないようだ。
Ⅲ メディア・スポーツ複合体
本稿のテーマであるメディア・スポーツ複合体にたどり着くために、これま
での日本のスポーツ史研究の中で、スポーツを社会的な存在として批判的に取
り扱う、一連の研究群を抜粋して見ていく。スポーツ史は、各種競技の歴史を
しばしば讃美するかのように発達史的に扱うことが多いが、それとは異なる研
究が対象となる。日本の批判的なスポーツ史は、スポーツを社会統制や国民統
合の手段として扱う研究から始まった。例えば、谷川稔編『規範としての文化
－文化統合の近代史』平凡社、1990を見れば、新しい社会史の最も若い世代
として小澤英二、松井良明の二人が登場している。さらに、スポーツにおける
人種差別やジェンダー差別の問題を扱う研究者が登場する。代表的な研究者を
あげると、川島浩平はアメリカを中心とするスポーツにおける人種問題を継続
的に研究しており、池田恵子はジェンダーの側面に光を当てた研究を生み出し
ている16）。
国民統合、階級、人種、ジェンダーというテーマは、現在に至るまで追及さ
れている課題であるが、それらと重なるような形で、文化帝国主義、アメリカ
ニゼーション、グローバリゼーションのような国民国家を超えた枠組みでも研
究が進んだ。それを代表するのがグッドマン『スポーツと帝国』である。翻訳
されたこともあり広く読まれた文献である。グッドマンは、スポーツの世界的
────────────
１６）ここでは研究を網羅することはないが，参考までに池田恵子「英国スポーツ史研究
の潮流－30年間の歩み」『西洋史学』（235），58-69, 2009を参照；川島浩平『人種
とスポーツ 黒人は本当に「速く」「強い」のか』中央公論新社，2012年参照；
『スポーツとジェンダー研究』14巻参照．
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な伝播に対する文化帝国主義的理解を批判し、それを支配する側される側双方
の相互的な過程として理解しようとした。しかし問題は、支配する側からの近
代主義的な視点が強調されている点である。逆に植民地支配を受けた側から見
た名著に、ラマチャンドラ・グーハのインド・クリケットの歴史がある17）。
スポーツにおける、グローバリゼーションの研究をリードしたのは、ジョゼ
フ・マグワィアだとされる。彼は近代スポーツの伝播を 5段階に分け、現代の
スポーツ文化を欧米中心のメディア・スポーツ生産複合体であるとした。しか
し、脱西欧化と脱中心化も同時に進行しており、その結果、世界的な相互依存
が強まり、文化間の差異が減少するとともに、文化的なアイデンティティが多
様化し、文化のクレオール化が進んだとした。差異の減少と多様性の増大は、
グローバル資本の商品戦略であり、メディア資本によるスポーツ支配が進め
ば、それは一層促進されることになる18）。
こうしたグローバリゼーション理論の展開の背景には、規模や構造において
スポーツが大きく変化したことがある。その変化の最大の原動力はテレビに代
表されるメディアであった。1980年代、アメリカではスポーツ番組がキラー
コンテンツ化し、スポーツの放映権が高騰した。スポーツの商品化が急速に進
んだのである。この巨額の権益をめぐってスポーツ組織とメディアやマーケテ
ィング企業の融合が始まった。スポーツは、メディア映えするように演出さ
れ、ルールもそれに応じて変更されるようになる。ヨーロッパでも 1991年の
プレミアリーグ創設から、同様の事態が進行するようになった。1990年代か
らは、国際的なメディア資本や企業が、主要なスポーツ組織やチームを活発に
買収するようになり、それに伴ってスポーツ組織の構造が大きく変革され、ス
────────────
１７）アレン・グッドマン（谷川稔，石井昌幸，池田恵子，石井芳枝訳）『スポーツと帝
国－近代スポーツと文化帝国主義』昭和堂，1997年；Guha, Ramachandra, A Corner
of a Foreign Field : The Indian History of a British Sport, London : Picador, 2002.
１８）高津勝，尾崎正峰編『越境するスポーツ』第 1章・6章，創文企画，2006年；Ma-
guire, Joseph, ‘Sport, Identity Politics, and Globalization : Diminishing Contrasts and In-
creasing Varieties,’ Sociology of Sport Journal, 11, 398-427, 1994 ; Gratton, C., Liu, D.,
Ramchandani, G. and Wilson, D., The Global Economics of Sport, Routledge : Abing-
don, 2-7, 2012.
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ポーツクラブの在り方、チームと選手やファンの関係が根本的に変化した。お
そらく、このプロセスに最も大きく貢献したのが、前述のルーパート・マード
ック率いる国際的なメディア資本なのである。当然こうした流れはオーストラ
リアにも波及した。新興の国際的なメディア資本は、新たなメディア、多チャ
ンネル化した有料ケーブルテレビのキラーコンテンツとしてスポーツを求め、
スポーツの放映権料はいっそう高騰した19）。
マグワィアに限らず、このような状況を分析するために、グローバルに展開
する国際的なメディア資本とスポーツの関係を表現する概念として、メディア
とスポーツを冠する、両者を一体化して研究対象とするいくつもの概念が登場
した。ここで用いるメディア・スポーツ複合体はこうした概念の一つであ
る20）。
国際的な資本とメディア及びスポーツの関係の分析に、ここ 20年間継続的
に取り組んできた研究者に、オーストラリアのデイヴィッド・ロウがいる。マ
グワィアがスポーツをメディア・スポーツ生産複合体という概念で捉え、生
産・流通・消費というプロセスで把握したのに対し、スポーツを相互的な文化
行為として捉えることを提唱し、メディア・スポーツ・文化複合の概念を提唱
した。本稿で用いる、メディア・スポーツ複合体の概念はこれに基づいてい
る。ロウによれば、スポーツの本来的な魅力をはるかに超えて、メディア・ス
ポーツは、物質的な諸力による巨大な刺激を受けた。莫大な資本が流れ込み、
グローバリゼーション自体に対しても枢要な役割を果たした。しかし、スポー
ツ組織、クラブ、メディア、投資家、企業家、広告会社、ファン、政府が織り
なす経済的下部構造はますます見えにくくなった。本稿ではロウとは別の方法
で、しかも実体に焦点を絞って、超手短にこれを概観したいと思う21）。
────────────
１９）See, Rowe, David and Scherer, Jay, eds., Sport, Public Broadcasting, and Cultural Citi-
zenship : Signal Lost?, New York : Routledge, 13-30, 2013.
２０）『越境するスポーツ』第 1章・2章・6章参照．
２１）同書，21-22 ; Rowe, David, Global media sport : flows, forms and futures, London :
Bloomsbury Academic, 6, 2011；デジタル・メディアについては，Hutchins, Brett and
Rowe, David eds., Digital Media Sport : Technology, Power and Culture in the Network
Society, Hoboken : Taylor and Francis, 2013を参照．
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Ⅳ メディア・スポーツ複合体の概念図
図－1を見てほしい。これはスポーツ社会学の研究者の理論に基づくのでは
なく、ハビトゥスとか公共圏とかは頭が悪すぎてついていけないということも
あり、スポーツビジネスに関与するあるマーケティング会社の説明資料を参考
にして作成したものである。こうした資本の論理に基づく図式は、「金に魂を
売っている」ように思われて、立派な研究者は手をつけない。しかし、私に
は、スポーツへの過剰な思い入れ、純粋な身体表現への憧憬がなく、非規範的
で、現実の影響力や利害関係を直視するのに、まことに適している図だと思わ
れる。もちろん、本稿の目的にかなうように、歴史的変化と全体的なコンテク
ストを書き入れたので、ずいぶん違った姿になってしまったが、多くのプレイ
ヤーが構築する経済的下部構造は、これで理解できると思われる22）。
図－1の右側中央部を見てほしい。クラブと書かれた円がある。これがオー
ストラリアのスポーツの中核に位置する組織である。その周りの点線で示した
部分は、かつて主要なリーグに存在し、現在でもカントリー・フットボールに
見られるスポーツの在り方を示している。クラブは地域のコミュニティと一体
化しており、地域のクラブメンバー（ファン）がクラブを所有し、運営してい
る。クラブのチームに所属する選手は、主に地元コミュニティの出身者かそこ
に居住する人びとであり、ファンと選手は同じコミュニティの一員としての強
い絆で結ばれている。他のチームから移籍する選手もいるが、住宅や職をクラ
ブが位置する地域コミュニティから提供される場合も多い。多くの地元の企業
がクラブとチームのスポンサーとなっており、クラブと地域の NGO との関係
も緊密である。理想的には、地域コミュニティとクラブが一体となって、ある
種の公共圏を形成し、クラブを核とした強固な地域アイデンティティがこれを
支えている。主要なクラブの代表によってオーストラリアン・フットボールな
どの統括団体が組織され、統一的なルール設定やリーグの運営などを行ってい
────────────
２２）中房敏朗「終章 グローバルスポーツへ展開」前掲『スポーツの世界史』578-582
では，スポーツ・テレビ・スポンサーの黄金の三角形形成について述べている．
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た。このような状況は、観客数の増加やテレビという新しいメディアの登場に
よって、スポーツがイベント化するとともに大きく変貌した。図－1は全体と
して、その後の様子を示している。
スポーツによるテレビ放送の始まり（FTA：無料テレビ放送）は、放映権料
収入という形でスポーツの統括団体やクラブを潤したが、競技場における入場
料収入への影響を恐れていたスポーツ組織の側にも躊躇があり、大きな変化が
すぐに起こったわけではなかった。しかし、テレビ放映は、クラブのメンバー
を中心とするファンに対し、コミュニティの外にクラブに属さない不特定多数
のファンを生み出していった。また、テレビ放映が行われている広大な領域を
カバーする企業がスポンサーとなることも着実に増加した。放映される範囲が
広ければ広いほど、このプロセスは加速度的に進行する。新自由主義的政策が
世界的に拡大し、多くの規制が緩和され、グローバリゼーションが進行する状
況は、こうしたプロセスの進行を下支えすることになる。
一つの大きな転機は、有料のデジタル放送（STV、有料テレビ）の登場であ
る。STV はこれまで無料でテレビを見ていた人びとに有料で視聴者になって
もらうために、一つの手段としてキラーコンテンツを独占的に放映するという
図－1 オーストラリアにおけるメディア・スポーツ複合体の構造
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方法を取った。欧米諸国でキラーコンテンツ化していたスポーツは格好の対象
となる。その結果、スポーツ組織に莫大な放映権料が STV（これに対抗する
FTA）から支払われるようになり、放映権料がかつてないほど高騰した。STV
にとって無料のテレビ放送が生み出した不特定で多数のファンがキラーコンテ
ンツ化したスポーツ放送を購入する層である。主要なスポーツクラブや統括団
体は、収入の多くを放映権料や大企業を中心とするスポンサー収入に依存する
ようになり、クラブとチームと地域コミュニティの緊密な結合は崩壊してい
く。莫大な資金を得た有力なクラブは、多額の契約金を払い選手を雇用するよ
うになった。スポーツ選手は、クラブや地域コミュニティとの関係を失い、商
品・労働者・企業家化し、チームの選手は多国籍化した。
STV の背後には、ますます国際化するメディア資本（宣伝効果を狙い他の
資本グループも参加）があった。メディア資本は、単に存在するスポーツの既
存のコンテンツに満足することはなく、競技のルールやリーグの構成（チーム
の移転や廃止を含む）などの大幅な変更を要求するようになった。統括団体や
クラブの抵抗などで、要求が聞き入れられない場合には、ワールドシリーズ・
クリケット（パッカーとナイン・ネットワーク、1977-79）やスーパーリーグ
（マードックとニューズ・コーポレーション、対ラグビー・リーグ、1997）の
ように、新しいリーグを設立し、いずれも数年で和解するが、競技やリーグの
在り方を大きく変えてしまうこともあった。こうした動きが成功した背景に
は、クラブメンバーに依存せず企業として独立性を高めたクラブ、クラブから
独立し商品・企業家化した選手があった。
統括団体や有力なクラブは、けっしてこうしたプロセスにおいて受け身に終
始していたわけではなく、放映権料の釣り上げに成功したり、逆にメディアを
買収するものも現れる。しかし、クラブメンバーとの距離はますます遠のき、
クラブは企業となったり、企業経営を導入するようになり、いくつもの有力ク
ラブがメディアや国際的資本によって買収された。統括団体や有力なクラブ
は、今やメディア・スポーツ複合体の不可分の一部になっている23）。
────────────
２３）See, Booth, Ross, ‘The Economic Development of the Australian Football League,’ ↗
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新たなメディアの登場は、さらにこうした状況を加速するかもしれない。
オーヴァー・ザ・トップ（OTT）と呼ばれる Hulu や Netflix のようなイン
ターネットを利用した放送が行われるようになっており、キラーコンテンツと
してのスポーツへの需要はいっそう大きくなるように思われる。この状況は図
の左側に示してある。
政府は、スポーツ放送の独占を放置していたわけではない。ヨーロッパ諸国
やオーストラリアは、しばしば、重要なスポーツイベント（オリンピックや
FIFA ワールドカップなど）の無料放送を義務付けているし、特定のクラブの
廃止を防ぐために政治的影響力が行使されることもある。しかし、アメリカな
どでは、ほとんど政府の介入はない24）。
Ⅴ オーストラリアン・フットボールの諸リーグの歴史的変化・構造
普通ならば、オーストラリアを代表する競技、オーストラリアン・フット
ボールのトップリーグ、つまりオーストラリアン・フットボール・リーグ
（AFL）に関して、メディア・スポーツ複合体の発展を分析するという手はず
になっているはずだが、そうはならないのが私の不思議なところ25）。ここ 6～
7年間、私はオーストラリアの地方の歴史博物館を訪れ、地域から見たナショ
ナル・ヒストリーやアイデンティティを考えてきた。その過程で、グローバリ
ゼーションが進行するに従い、人口が減少し、衰退する地方の町（人口数百か
ら数千）において、町と地域のアイデンティティの核としてのスポーツクラブ
の重要性を痛感した。スポーツが国際的なメディア資本による再編の波に巻き
込まれ、競技自体が大きく変質するなかで、地方のスポーツクラブと町がどの
────────────
↘ Department of Economics, ISSN 1441-5429, Discussion Paper 03/05.
２４）Rowe, David and Scherer, Jay, op.cit. 及び The Global Economics of Sport と図－1と
を合わせて読んでほしい．
２５）AFL は正面から日本で研究対象に取り上げられたことはない．この仕事は尾崎さ
んに任せたい；参考に尾崎正峰「オーストラリアン・フットボール・リーグと人種
差別：AFL Rule 35をめぐって」『一橋大学スポーツ研究』，35, 25-30, 2016.
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ように対応しているのか。以下では、この問題を取り上げたい。
具体的対象となる競技は、オーストラリアン・フットボールである。対象地
域は、この競技の統括団体があるヴィクトリア州、その中でも州都周辺部を除
くカントリー地域とする26）。この地域は農牧業が主産業であり、人口 500人を
超える町には、必ずと言ってよいほどフットボールクラブが存在し、社会生活
のハブとなっている27）。
まずオーストラリアン・フットボールの発展について概観する。1858年、
メルボルン・クリケット・クラブ（MCC）の書記だったトム・ウィリスは、
クリケットを行えない冬場に肉体を維持するための競技として、フットボール
を行うことを提案した。同年末までには、MCC のメンバーによって、メルボ
ルン・フットボールクラブが設立され、59年にウィリスを含む、MCC の主要
なメンバーによって、オーストラリアン・フットボールのルールが定められ
た。
1860年代からそれぞれの地域でフットボールクラブが結成される。大部分
がクリケット・クラブと重なっていたが、パブを拠点とするチームもあった。
多くのクラブは、会則を定め、役員を選び、会費を徴収し、地域と密接に結び
ついた。チームは地域のアイデンティティの核になり、フットボールを介して
地域間の対抗心は盛り上がった。ヴィクトリアのカントリー地域では、59年
にカースルメイン、60年にバララット、61年にベンディゴウにクラブが設立
された。現存するオーストラリアン・フットボールのクラブでは、それぞれ 2
番目、4番目、5番目に古く、世界的に見ても、ヴィクトリアのカントリーは、
最も長いフットボールクラブの伝統を持つ地域である28）。
────────────
２６）カントリーに含まれる地域は完全に一貫しているわけではないが，本稿の内容に影
響を与えるほどの差異はない．
２７）See, for example, Tonts, Matthew, ‘Competitive sport and social capital in rural Austra-
lia,’ Journal of Rural Studies, 21, 140-143, 2005；ただしこれは西オーストラリアの
例で，人口希薄なこの地域では，いっそう規模の小さい町にフットボールクラブが
あることがわかる．
２８）オーストラリアン・フットボールを取り上げた本は多いが，主要なものとしては以
下を参照：Blainey, Geoffrey, A Game of Our Own : The Origins of Australian ↗
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1877年、メルボルン周辺のクラブが統括団体であるヴィクトリア・フット
ボール協会（VFA）を設立する。70年代の半ばには鉄道の発達により、主要
なカントリータウンにフットボールクラブが設立され、80年代にはメルボル
ンとカントリーの交流戦が開かれるようになった。90年代にはカントリーに
もリーグが結成された。一方メルボルンでは、96年には財政的に豊かな有力
クラブが VFA から離脱し、ヴィクトリア・フットボール連盟（VFL）を設立
し、これが今日の統括団体 AFL の母体となっている。この変化によって、多
数の観客を集めて、収入の一部を選手への支払いに充てることが可能になった
クラブがリーグの方向を決めることになり、VFL はプロ化への道を進んだ。
19世紀末までに、オーストラリアン・フットボールは、メルボルンを中心
とするヴィクトリアのリーグ、アデレイドやパースを中心とする他州のリーグ
に分れて行われ、これらの地域の代表的スポーツになる。しかし、競技のルー
ルや運営の仕方は VFL が事実上支配していた。1927年にヴィクトリアン・カ
ントリー・フットボール・リーグ（VCFL）が結成される。30年代には VCFL
に属するクラブの数が千に届くようになるが、これは現在の倍くらいの数であ
る。
1980年代になると、サウス・メルボルンをフランチャイズとするチームが
スワンズとしてシドニーに移転する。さらに、87年にブリスベンとパースの
チームがリーグ戦に加わったことを契機に、90年に VFL は名前のヴィクトリ
アをオーストラリアに改め、AFL としてオーストラリアン・フットボールを
全国的な競技とする方向に舵を切った。91年にはアデレイドのチームも加わ
────────────
↘ Football, 2nd. ed., Melbourne : Black Inc., 2003 ; Hess, Rob and Stewart, Bob eds.,
More than a game : an unauthorized history of Australian rules football, Melbourne :
Melbourne University Press, 1998 ; Hess, Rob, Nicholson, Matthew, Stewart, Bob and de
Moore, George, A National Game : The History of Australian Rules Football, Mel-
bourne : Viking（Penguin）, 2008 ; Lenkić, Brunette and Hess, Rob, Play on! : the hid-
den history of Women’s Australian Rules Football, Richmond, Victoria : Echo Publish-
ing, 2016 ; Pascoe, Robert, The Winter Game : The Complete History of Australian
Football, Melbourne : Text Publication, 1995 ; Pennings, Mark, Origins of Australian
Football : Victoria’s Early History, Vols.1-4, Brisbane : Grumpy Monks, 2012-16.
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った。こうした試みは、州境を越えたファン層の拡大にはある程度貢献した
が、すでに述べたようにバラシ・ラインは健在である。95年にはそれまで独
立を保っていた対抗団体の VFA を吸収し、2012年には VCFL を傘下に収め
た。これによってヴィクトリア州のオーストラリアン・フットボールは、AFL
のもとに完全に統合された。16年には AFL は VCFL を解散し、AFL ヴィク
トリア・カントリーという下部組織とした。これによって独立したカント
リー・フットボールの伝統は消滅した29）。
図－2は、現在の AFL を中心とするオーストラリアン・フットボールの階
層構造である。全国のトップリーグであると同時に、オーストラリアン・フッ
トボールを統括する AFL は、ヴィクトリア州のトップリーグとなった VFL
と 18歳以下のトップリーグの TAC カップを一種の 2軍として従属させてい
る。また、第 3層のリーグとして、ヴィクトリア州の統括団体 AFL ヴィクト
リアを介して、アマチュア組織を VAFA によって、メルボルン周辺の有力
チームはメトロ・リーグによって、カントリーはカントリー・リーグによって
コントロールしている。VCFL は AFL に吸収されたが、その下部に属する諸
リーグの構造はあまり変わってはいない30）。
────────────
２９）AFL の方針に反旗を翻したリーグもある．
３０）横の階層も AFL ヴィクトリアが統括している．
図－2 AFL による各種団体の統括及びリーグの階層構造
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図－3は、2003年頃の VCFL の状況を示している。現在の AFL ヴィクトリ
ア・カントリーも、リーグ数やチーム数に多少の変動はあるが、これと大きな
違いはない31）。VCFL は 3層に分れている。16リーグから成るメジャー・
リーグ、それよりも弱いチームで構成される 32リーグから成るディストリク
ト・リーグ、それに 18歳以下の選手が参加するジュニアのリーグである。メ
ジャー、ディストリクトの両リーグともに、そこに参加する 465のフットボー
ルクラブが、ほとんどの場合シニアチームとリザーヴチームを展開し、両方で
リーグ戦を行っている。さらに、それぞれのクラブが普通は 18歳以下にも 3
チームを展開している。この他に 16歳以下を対象とするジュニアクラブも
415クラブある。
────────────
３１）表は Rural and Regional Services and Development Committee, ‘Final Report : Inquiry
into Country Football,’ Government Printer for the State of Victoria, December 2004に
基づいている．AFL Victoria, ‘Review of Football in Country Victoria,’ 2011を併せて
参照している．この他，カントリー・フットボールについては，Tonts, Matthew,
‘Competitive sport and social capital in rural Australia,’ Journal of Rural Studies, 21, 137
-149, 2005 ; Anderson, Buck, Football the Country Way, Hobart : Kwik Kopy Printing,
1999 ; Daffey, Paul, Behind the Goals : The history of the Victorian Country Football
League, Ballarat East : Ten Bag Press, 2017などを参照．
図－3 ヴィクトリアン・カントリー・フットボール・リーグの構造
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Ⅵ ヴィクトリアのカントリー・フットボール
カントリー・フットボールについて、もう少し詳しく述べたい。2003年の
時点でメジャーとディストリクト合わせた 48のシニアリーグ中の 47リーグ
（現在 AFL 内では 40に減少）が、女性が担うネットボールのリーグと統合さ
れている。地方人口が減少するなかで、フットボールとネットボールのクラブ
を統合し、より効率的な運営を図っている。
個々の試合の観客動員数は多くはないかもしれないが、2003年のヴィクト
リアのカントリーの人口が約 50万人であったのに対し、総観客数は約 220万
人で、人口の 4倍以上に達している。ちなみに同年の J 1リーグの総観客数は
416万人であった。約 18500の企業がスポンサーや取引相手としてリーグやク
ラブに関与し、フットボールとネットボールの試合には、選手、クラブメン
バー、サポーターとして約 34万人が参加する、文字通りの社会的行事である。
そのうち選手としては 69000人が VCFL に登録しており、カントリーにおけ
る選手としての競技参加率（19-39歳）をメルボルン周辺と比較すると、12％
対 3％でその割合は 4倍に達している（男性 4人に 1人）。1991年から 2001
年にかけてカントリーの人口（18-34歳）が 15％減少したに対し、プレイ
ヤーは 8％しか減少していない32）。
ヴィクトリアの農牧業地帯は、オーストラリアの地方の多く（鉱山地帯とリ
ゾートを除く）が抱える共通の課題に直面している33）。農牧畜業の大規模化に
伴い、農業人口は減少し、地域の小さなタウンのサーヴィス業は顧客を失っ
た。新自由主義的政策によって、行政サーヴィスの効率化の名の下に、地方中
心都市へ教育や行政サーヴィスが集約化された結果、人口千人前後の小さなタ
ウンは、多くの公的機能を失った。また、交通・通信の発達によって、銀行や
郵便局（民営化された）や商業施設が地方のハブに集約化され、小さなタウン
────────────
３２）Ibid., ch.2.
３３）See, Daley, John, Wood, Danielle and Chivers, Carmela, ‘Regional patterns of Australia’s
economy and population,’ Carlton, Victoria : Grattan Institute, 2017.
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からは人口が流出し、存立の危機に立たされている。逆に地方の中核都市は、
周辺部の都市機能と人口を吸収し、大都市への人口流出はあるが、周辺から人
口等を吸収するスポンジ都市として、その人口は増加している。ヴィクトリア
州の農牧業地帯も、1991年の 57万人をピークに 2011年まで 11％以上人口が
減少しているが、この間、ジロング、バララット、ベンディゴウの地方中核都
市の人口は 19％以上増加している34）。
グローバリゼーションの進行で、ヴィクトリア州の人口約 500人から数千人
の小さな町はしばしば、公的施設や商業施設、学校さらには教会までも失っ
た。そうした町では、フットボールクラブとチームが、町に残った最後の共有
財産であり、町のアイデンティティの拠り所となっている場合が見られる。紙
幅の許す限り、こうした町のフットボールクラブに焦点を合わせて、カント
リー・フットボールの現状に迫りたい。
カントリーの人口減少はとりわけ 18-25歳の層で多く、地域の老齢化が進ん
でいる。シニアのクラブやリーグには、解散せざるをえない状況に追い込まれ
たものもある。法律の厳密化などで、クラブのヴォランティアが抱える負担も
増加し、選手を補充するための費用も増えている。担い手が少なくなってもグ
ランドや施設の維持は必要である。こうした状況への対処法として、ネット
ボールクラブとの統合が推進され、男女が協力して地域のハブとしてのスポー
ツクラブを維持しようとしている。女性や家族や新参者を歓迎する方針が積極
的に取られ、女性のクラブの会長も誕生している。また、AFL からの援助や
州政府の援助を積極的に活用するという方針も採用されている。それでもクラ
ブ経営は厳しい35）。
フットボールを支えるクラブの組織はどのようになっているのだろうか。バ
ララット・フットボール・リーグ（メジャー・リーグ）では、平均的なシニア
のクラブの会員数は 200～300人、ヴォランティアの数は約 30人で、平均年間
収入は約 22万豪ドル（以下単にドルと表記）である。ジュニアのクラブでは、
────────────
３４）ABS 2011 census.
３５）‘Final Report : Inquiry into Country Football,’ ch.2, ch.4 and ch.5.
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会員数は 150～200人、ヴォランティアの数は約 30人で、平均年間収入は約
10万ドルとなっている36）。バララットのような地方中核都市であれば、こう
したクラブを複数維持することも難しくはないが、これが人口千人程度の町で
はどうだろうか。
Ⅶ アヴォカ・ブルドックス
最後に、小さなタウンのフットボールクラブを具体的に見ることで本稿を締
めくくりたい。ヴィクトリア州の中央部から西寄りにアヴォカという町があ
る。ゴールドラッシュで誕生した町で、現在は周辺の農牧地帯のサーヴィス・
センターになっている。2016年には町の人口が 1193人で、ディストリクト・
リーグに参加するクラブを有する典型的な町と言えよう。年齢別の人口分布を
見ると、15～34歳に 176人、35～54歳に 253人で、それぞれ地域人口の 14.8
％、21.2％を占めているが、これに相当する州の平均が 28.0％と 26.8％なの
で、青壮年層がとりわけ少ない人口構成であることがわかる37）。
フットボールクラブは、1873年に創設され、現在はアヴォカ・フットボー
ル・ネットボールクラブとなっている。ジュニアをあわせて、フットボール 5
チーム、ネットボール 6チームを擁し、2015年には選手会員が 172人、総会
員数は 352人である。会長と役員やコーチあわせて 26人がクラブの運営の主
体となり、女性の委員会が設けられ、各種の催し物によって活発な資金調達が
行われている38）。人口に対するヴォランティアの参加率を見ると、メルボルン
が 30％弱であるのに対し、カントリーは 50％に近く、クラブの運営などに都
市以上に多くの労力が割かれていることがわかる。ちなみにオーストラリアで
ヴォランティア活動が最も多くみられる分野はスポーツである39）。
────────────
３６）Ibid., ch.4.
３７）ABS 2016 Census QuickStats.
３８）‘Avoca Football Netball Club Annual Report 2015’；以下の叙述では，このレポート
を主に参照し，2016年のレポート及びクラブのサイトで一部を補っている．
３９）ABS ‘41590 DO 022_2014 General Social Survey, Summary Results, Australia,’ 2014.
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クラブの運営に必要な事項をもう少し詳しく見よう。全体の予算や運営の管
理。11チームの維持管理、選手、コーチ、トレーナーの手配や、交通手段の
確保など。マーケティング、ホームページの維持管理、スポンサーやメンバー
との連絡、商品のデザインから発注や販売。試合の開催に必要な人員。バーや
カンティーン、月 1回のマーケット、キャバレー・ボール（1万ドル収入）の
運営。グランドの維持管理。これらの業務が少なくとも必要であり、人口千人
の町にとっては大事業である。しかも、その大部分をヴォランティアが担って
いる。
次にクラブの収支と内訳を見てみよう。2015年の収入は 272,435ドル、支出
は 239,021ドルで、ディストリクト・リーグのチームではあるが、メジャー・
リーグとほぼ同じ財政規模である。収支は黒字だが、チームの成績は芳しくな
い。しかし、1984年に町の唯一の新聞『アヴォカ・メール』が廃刊となって
後、チームは町の象徴として、住民の強い支持を受け続けている。成績に関わ
らず、クラブの社交的なイベントは盛況である。
収入の内訳は、クラブにおけるバーとカンティーン（飲食の提供）が 40％、
イベント開催が 9％と、ヴォランティアによるクラブの社交活動が収入の 5割
近くを占めている。スポーツチームが直接生み出している収入は入場料 6％だ
けで、間接的にはスポンサー契約の 16％も含まれるだろうが、これもヴォラ
ンティアの努力と地域の支援の賜物である。これに寄付が 20％、会費 6％、そ
の他 3％が全収入である。支出の内訳は、選手・コーチ・審判給与など 43％、
設備・医療・備品・保険など 21％、飲食の材料等 22％、運営費 7％、その他 7
％となっている。バーとカンティーンの必要経費を除けば、支出はスポーツ
チームを維持するために使われている40）。
カントリー・フットボールクラブは41）、要するにフットボール・リーグで戦
うチームを支えるコミュニティの組織である。アヴォカの町のほとんどの事業
────────────
４０）Annual Report にない詳しい数値は財政報告書を利用した．
４１）ネットボール選手には給与の支払いはなく，大きな芝のグランドを維持する必要も
ないので，支出の大部分はフットボールクラブのために使われる．
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者がスポンサーとなり、青壮年層の住民の大部分がクラブのメンバーとして参
加し、選手やヴォランティアとしてクラブとチームを支えている。クラブの運
営に必要な労働力はヴォランティアが提供している。予算規模は 2000万円程
度であるが、組織は膨大な無償労働によって維持されている。経営は容易では
ないが、財政上の理由で解散するクラブはほとんどない。競技に関わる選手の
給与が最大の支出項目であり、競技はプロ化している。
カントリーでは、英語を話さない住民数も限られており、社会がある意味閉
鎖的だという見方は正しい。しかし、女性や先住民や移民にスポーツクラブは
開かれている。停滞する社会や組織に新しいリソースが必要だからである。そ
ういう意味からは、消極的な非差別的社会であると言えよう。ヴィクトリア州
では、フットボールクラブはネットボールクラブと統合し、女性の参入を進め
ている。これは女性を新たな消費者として取り込もうとするメディア・スポー
ツ複合体の戦略と一致している。差異の許容と言う点に関して、カントリー自
体が都市から差異化される存在であることも重要である。外部社会からの眼、
評判は非常に重要で、多文化社会が主流化するなか、弱体なコミュニティの組
織はその規範に少なくとも逆うことはない。補助金などの獲得に不利になるだ
けでなく、観光収入にも影響するからである。こうした態度は地方の歴史協会
にも広く見られる。
メディア・スポーツ複合体の影響はどうだろうか。スポーツ自体が生む収入
が大きく見ても 30％、それに対し 60％以上をスポーツに支出し、しかも多数
のヴォランティアが支えるクラブの構造は、単純な資本主義的な経営が成立し
ない分野であり、AFL は、ジュニアの育成と若いファンの醸成の場、選手の
リクルートの場としてしかカントリー・フットボールクラブを評価していな
い。メディア・スポーツ複合体の影響は間接的である。しかし、人びとの嗜好
が、全般的にチームスポーツを忌避し、個人的なスポーツに変化している影
響。メディア・スポーツ複合体が FTA、STV、OTT によって、見るスポーツ
としての AFL への自由なアクセスを可能にした結果、地方のリーグへの関心
が分散するという影響。また、VCFL の解散によって、地域リーグの自律性が
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いっそう損なわれ、多くのルールや規約改正が世界戦略のために行われている
影響など、間接的には様ざまな影響を受けている。
他方で、地方のプライドは、しばしば AFL Victoria の組織する広範な対抗
戦などによって、盛り上がるのも事実である。例えば、メロポリタン・リーグ
とカントリー・リーグの決定戦による州最強チームの選出は大きな刺激となっ
ている。その他にも、安価な保険の提供、教育プログラムの提供、有望な若手
選手の AFL への登用など、得られるものもある。しかし、その多くは地方の
ハブ都市に当てはまるだけである（2002-2003年、VCFL のシニアクラブ 465
中 73クラブだけが AFL から選手の移籍費用を受け取る）。
Ⅷ 終わりに
アヴォカの町は、ゴールドラッシュとともに誕生した近代的コミュニティで
あり、周辺地域は、世界で最も効率的な農業経営により、世界市場を対象とす
る高度に発達した資本主義的な世界である。しかし、カントリー地域の農業
は、変化するグローバルな経済に適応し、効率化した結果、人口減少と地域経
済の衰退に直面し、小さな町の諸機能は低下した。こうしたなかでフットボー
ルクラブは、地域の社会的結合のハブとして機能し、ますます地域アイデンテ
ィティの中核として重要になった。商店やホテル（イギリス的に言えばパ
ブ）、教会さえも消えるなか、とりわけ人口 1000人未満の町にとってクラブの
存否は、町の存亡の象徴でさえある。それを維持しようとする努力は称賛に値
する。町の大部分の人たちが、会員、サポーター、スポンサーとして、クラブ
の存続を支えている。
資本主義が生んだ近代的コミュニティにおいて、近代が生んだ団体スポーツ
が、グローバリゼーションの激流がもたらすコミュニティの崩壊に対する防波
堤となっている。これは「ゲマインシャフトからゲゼルシャフトへ」というよ
うな変化ではなく、あるいは生活世界への侵略などではなく、ゲゼルシャフト
で生み出された社会的結合が、ゲゼルシャフトのさらなる変化に抵抗している
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のである。グローバリゼーションへの対応やグローバリズムの拒絶には、過去
への憧憬よりも、近代世界が生み出した社会的結合を再評価するほうが効果的
なのかもしれない。
メディア・スポーツ複合体の直接的影響は大きいとは言えないが、グローバ
リゼーションは共同体とカントリー・フットボールクラブの存続を揺るがして
いる。しかしながら、フットボールクラブは簡単には消滅しないのではないだ
ろうか。なぜなら、フットボールクラブとその会員も近代資本主義の申し子で
あるからだ。
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